
第 101 回医師国家試験・微生物学関連問題一覧

Ａ問題（臨床各論）

 A6：SSSS（ブドウ球菌性熱傷様皮膚剥離症候群）

 A13：HIV 感染症→AIDS→ニューモシスチス肺炎

 A14：びまん性汎細気管支炎（緑膿菌感染症ではない。エリスロ長期投与。）

 A19：感染性心内膜炎

 A38：クラミジア性（非淋菌性）尿道炎

 A47：単純ヘルペス脳炎

 A56：マイコプラズマ肺炎

 A57：百日咳

 A58：Creutzfeldt-Jacob 病

Ｂ問題（一般総論）

 B10：WHO の仕事（感染症の撲滅もそのひとつ）

 B19：我が国で発生報告がある感染症（ペスト。１類ではラッサ熱１例ありに注）

 B47：免疫グロブリンのクラスとその特徴

 B51：産褥期の生理学的特徴（初乳には免疫グロブリンが多く含まれる）

 B60：結核の院内感染対策（スタッフに N95 マスク，移送時患者にはサージカル）

 B81：急性腎不全の原因と徴候（腎不全＋黄疸＝Weil 病）

 B87：正常妊婦の腟内フローラ（乳酸菌優位が正常）

 B98：抗菌薬が有効な感染症（つまり「細菌感染症はどれか？」）

Ｃ問題（必修一般）

 C40：滅菌手袋のグラブテクニック（図示）良問

 C42：褥瘡の対応

 C48：医療安全・感染対策複合：抗菌薬の適正使用は院内感染対策のひとつです！

Ｄ問題（必修臨床）

 D30：肺炎球菌性肺炎の感染対策（＝標準予防策）

Ｅ問題（臨床長文）

 E1～3：EHEC 感染症（赤痢は渡航歴なしで否定？：E2 で検査，E3 で治療）

 E4～6：重症筋無力症（E6 でステロイドの副作用）

Ｆ問題（一般各論）

 F33：Ｃ型慢性肝炎のインターフェロン療法（Genotype と効果との関係）

 F49：尖圭コンジローマ（パピローマウイルスの type と良性・悪性）

 F70：麻疹の一般知識

 F71：垂直感染と児の症状

 F72：Ramsay Hunt 症候群

 F73：成人の細菌性髄膜炎起因菌

 F74：粘血便を来す食中毒起因微生物

 F75：肺に空洞を来しやすい疾患



Ｇ問題（臨床各論）

 G7：薬疹の検査法

 G33：伝染性単核症

 G38：原発性膀胱尿管逆流現象 VUR→乳児の反復性細菌性膀胱炎

 G56：特養（介護老人福祉施設）でのインフルエンザ

 G57：外傷→破傷風（治療）

 G58：骨髄移植後の肺アスペルギルス症

 G59：経静脈薬物（覚醒剤）依存症（感染症検査が必要）

Ｈ問題（臨床総論）

 H9：MRSA 腸炎の院内感染対策（＝接触感染予防策）（図示）良問

 H10：日本脳炎（四類感染症＝届出が必要）

 H18：垂直感染（新生児水頭症・脳内石灰化）→サイトメガロ？

 H19：肺炎球菌性肺炎（Gram 染色像から陽性球菌と答えさせる。易しすぎ）


